
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一大臼歯（6歳臼歯）をむし歯から守ろう 

ここが知りたい！ 

６歳頃のお口の中 

山形県口腔保健支援センター（山形県健康福祉部健がん対策・健康長寿日本一推進課内） 

☎０２３－６３０－２３３７ 

６歳からは、フッ化物の濃度が 1,400～

1,500ppm のジェルや歯みがき剤等を 

１.５～２㎝程度使ってみがきましょう。 

1 日 2 回以上使用すると効果的です。 

フッ化物でむし歯予防 

6 歳頃になると乳歯の一番奥の歯の奥に

第一大臼歯
き ゅ う し

（永久歯）が生えてきます。こ

れは 6歳臼歯とも呼ばれる歯の王様です。 

第一大臼歯は、他の永久歯と

は違い、乳歯が生え変わるの

ではなく、新たに歯茎を破り

生えてきます。そのため、生

えてくる際に多少痛みが生じ

たり、歯の周りに汚れがたま

りやすく歯肉炎を引き起こす

こともあります。 

 

第一大臼歯（6 歳臼歯）をみがくと
きは、肘を上げて、歯ブラシをなな
め横から入れてみがきましょう。 

乳歯は 20 本ですが、永久歯は２８本（親知

らずを含めると３２本）になります。 

個人差はありますが 6 歳頃に第一大臼歯（6

歳臼歯）が生え始め、その後、前歯から生え

変わり、第二大臼歯（12 歳臼歯）が生えそ

ろうと 12 歳～14 歳頃に永久歯の歯並びが

完成します。 

第一大臼歯は、体重の 2 倍もの重量を支え

る大事な歯です。 

全て生えるのに 1 年以上かかることもあ

ります。生え始めは乳歯よりも背が低いの

で歯ブラシが届きにくく、また歯肉に覆わ

れてみがきにくいことから最もむし歯に

なりやすいと言われてます。 

 

生えたての第一大臼歯（6 歳臼歯）

は、手前の乳歯よりも背が低いので

普通にみがいても歯ブラシの毛先が

届きません。 
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下の歯 
一番奥が 6歳臼歯 
生える途中はまだ歯肉に
覆われている 

 
小学校の低学年までは仕

上げ磨きが必要です！ 

 
王様のように偉そうにひじを上げ

てみがくと、上手にみがけるぞ。 

シーラントでむし歯予防！ 

あらかじめ、むし歯になりそうな

奥歯の溝をプラスチック樹脂の一

種で埋めてしまう処置です。 

溝を埋めることで食べかすや汚れ

が溝に入らず 

むし歯を予防 

することが 

できます。 

 
永久歯の中で一番

大きいよ 

 
後から生えてくる永

久歯の基準になるよ 

第一大臼歯（6歳臼歯）は歯の王様 

永久歯が生え始めます！ 


